e = A

EI3ETr— MER

F— I'Lllﬁy’_)\‘[,\ ¥ lﬁbﬂ:’) W

I 2y - SR REANLVEHEEE




»we S PO2OKS531EFS5IF>S

01 HABICEIWE=Ct « DIZEDFRAE
SEETIE. BEAVDBIADBEVADLS LLICESHEZHEEZDHILT. 2FEEHLL THIEANE
HAEHES KD TSy #EDET, 1o, [SEEFHESELZH 2EDT. ENbHD TFE) ICEH LA
FIE | PELEONBHDICHEZ 2D LTUVET,

CDTUT— kTl TEAV TEAVDOBRZAL TFE IOVWT. AAIADEZEIAYEBEE L,

y N N N

ENBVWTSYVEEBSD. AHBIADEEZEAL TSIV ESTUVET,

WL A & D A

02 74— FE{EHARS

7E31H (8) ~&H8t

LR
LR

By

SH14H (%)

S0 8

0B EEEH - bEE

L

20. 4% (BIEEH105 N LE=4—#515\N)




B8 LT hied i AOER

=i ey 4L HHE K E EZE%
33A 33A
e 90 A 33A 36.7%
thasse 176 A 39A 22.2%
=Rt 249 A 33A 13.3%
as 515A 105A 20.4%
h=4




By
.‘“ 4
! Tm'

L&5 1

@D EHARWNICDOWVWT

BAWICOLWTEN 5LEIDTVEH. BXTH 5L E L,
HH S 7L %wm

5A 2A
15A - 28A
BIUVE 2 i3 BAEH BAVOEEL L %
T. HEOHHHBEL iHBHTE 3
ZOMEBEZ T MEFEHOEER
Ry L\anﬁ*ﬁwﬁah\‘ub\‘&szp@cat%uo'cL\%Ht‘\
t@&onwgﬁuﬁﬁf%@m
B LE-TWVWB A, SHEETEBZIFEETIEBL,
HUDOMS A
SEOEkITHH BT B582A8 TEHVOBEL L ZHETE3)

<HOLLWHBRRES WL S4A rSEQEKIEONB) LEXFLE,



= A A

QELNVD L EHNBESIDOWVT

T 5SHMrWVwWe S

BAVPEAVNDOBEADCEE. CCTEARDENED LTWED. BATHITHSWE L, [EXKEE]
S8 83A

RIE 43\
EA. HIDAWAEY 1TA
\

FLE. K. A Y8—Fv BY 55\

EOHEDINYT LY FOFR—LR—SHE  6A

ZOftt  4A
BATED. WD LI LidBwn 3A

HhhrsHEwn  3A
OA 20A 40A 60A SOA 100A

i A izégo)lvl—k/l/

255 rTl/l:’PZI: 12— Y b BET
FE?’J‘L\L_ WTEATVWBFEBDZNE S TY,

o
b
:ﬁH
o
sﬁT
i
B
b
i
T




rAD

AENVDBHIANCHTZIEZIHIIOVT |

MAD A 5 s L AT S Ve S

BEAVDBEAD LR, RDESICEZX T EIEHZD. BATHITHSWE LT, [HEHEE)

BAVDBHBAE. DAIESTVBAELES 54\

< RND

BHVDOHBAIE. BABALLES 8A

EHVDBIAICHLT. COESICELES VWD DHSHEL A2\
ERVDHIAERZ L. DDVWESELESTLES 23A
BHAVDBBALIE, TEZRFDDDSBVESICLEVEES 4N .,
Z0ftt 8A
bh 5L 10A
ZOMEBER T NEFLHOER OA 10A 20A 30A 40A 50A 60A
cWo LEICBETRE  cBLVARESTEZLIEAAEL - BRSHTEIAL - ZHELABVESICLEVEES

-%#mLTTA€EQM$?LkTw5 CELAVDBH B LIZERE L ZDOMNZEDALEEES
-Eﬁuﬁ@%ALﬁLf\f$%nﬁ%r%$%ﬁmrur%ﬁta

< RN>D

ERVNDHBZAERBCIEES>TAVTE. BORVWE B> TR o7 EMEILIC 5720, EDIFD LTLES L BS e 6




L &5 '

@ELEVDHIAAD FRHOIF] ® &R I2D2WVWT .

5. BAVOBHZACHTS HRODITS % TER A3 rB5H. 1 DBATHSLE LT,

REDDIF PR
b5 4L BEVWEES
12\ 13A
tEb#Zmz

FREARYS

14\
R DIF PR
I3HBLES
34N
BLOMS A
3AAH TRODOIFPERFINB 31, 3241 E550EVZ
res5htVWiiEH31 LEXZT<hE LT IE. HBEES

32A



L&5 IARD

@-2 EHFVDBIAAD BROHOIF] ® TER IcoWT (2)

BRODIF) ® TER| #HLTED. EDESIBIEDBAYPREESH. BATHZITHEWVE Lz, [BEHEIE)

SR TREL VN DOWTERS 59A
|
RETEAMCOWTELES - 19A

\

BAVDBHBIADS. B, FEECCL 46\
\

BAVDBIAEHEVAD, Wol & ICEHT3RED< B 45\
\

BAWCOVWTDERDEFE < TADAH>TH55 L 24\
\
Zoftt  2A

HhhHrszEw 1A

ook OA 10A 20A 30A 40A 50A 60A
ZOMEEZ T NEFEDOER

CFLHOADICVBRAN
BFRICRDLSIBELEETBHIL
- BHVOBBA LRLEFE—HERTEZ L5103

HLUDOMS A



© o

Yool

_

L » b

GOFFIc3aNT=C&lcoWT |

CNETICFEICANECEDHBZDESD. B THEVE LT

780
34N

H>D
TOA

HUDKIT A
L » H b H W

FHICANEILH 53] FELOHEE
67.3% %D, BHEEI0ANDSBTADFiE

Ic3ahi-cehHsehbhb FELT,



L » b

®-2 FEEicahl=czicoWwT (2)

YDLS BB TEEICINIEC LB I BATHZITHSWE LT, [FEHKOE]

Lepb

BT, FElCANC BB 48\

hD2¥ >

KSVF4 PEHT. FEIcINT-cehHBZ  10A

A

FLE. K. 124—%w FEET. FEICINECEDHS 24\

nre< &5 H Lw

Kk, RA. SIDBVEBY. BEBATEEEESADWVS  8A |
| HUDKS A

SEEATREVS, FEEESAR>RCLp®BE 104 (W)
\ f!‘ ,

Z Dt 14A
-{-o)ﬂgti‘&:x—c % 1’17’;?(‘_’_ £ D .;_.”EA”, OA 10A 20A 30A 40A 50A
ARV RTINS, Bofe (3N) - FREARPHEEISE-TVS, BoklLABB (4A)

7‘J<t 3 A 513

SEEETINTC DB B 1%ﬁ$r$&bor_o VERICHATLET, iy é@EEﬁ]E’@%%%E

& &

c RADRERLE LT, WONDFEEREILHDSZ - BHABWToTUWE - BAIARY FTFEEE LTV

10



T &S5 H

©FEADEKICOWNT

FEN BB HE S D

in
3l
—
C1
A\

g

(SHeY
L iren

' Ym’

%zr%bmibto
B A 1 L)
17N

EE5LHVZXEV
46 A\

41\

LK A
#139%7¢ TEEICEELH S &

&

FLEH 3 B

"rwesS

I:IK—L'C

L\%%d)d)s rz: 55HWVWREL] WS

IZHZVEREAD F LT

11



L »w b 2 h o2& 5

OFFEFEIMEOLNDT-HICHEBELRZEICDWT

02 & S N we S

B |ICRBDIC. COLESHBCEHIRERrESHERITHSVE L, [BHEE)

Limly >

FENC IADMNEDNZ=

BT, FELBS5EICOVTERS 70N

REET. FELB35EICOVWTELES - 11A
\

&< D @FH

35EMSEEEERCCL 39 A

"hoE>S Eh

25ZrHHBBECZB3AD. Wo L &ICEHT3MR%D< 3L 52 A
HIBDARY FEET. FEEB5EBICOVTH>THS5 L 37A
[SEEFESELH, OREICOVT. S IADMH>THES5 oL 22

HHB57EL 10A

ZOftt  2A

ZOMEEZTNEFEDLOER ~ OA 10A 20A 30A 40A 50A 60A TOA
c BSDAETOBRF—Lh B3 BV BB ET, HE DK A

Wo L& ICHRRL T, HELTHRVTY, @D,
CINERD S TIEL, ADRRDLAV. RER. $IHETINBIANE, ’

12



N

\/

H—MEZTLNEABIAA

n WL e S

F<TADEIEZWVWETEEHDHAESTIVEL T,

W F A

T AC S

57“7& é/\/d) E\Jb%%% ‘L— L/—C

EALY % T

nNA LA

= ICoWTHoEH>TH SN

&b < H

@M%FOT%B5K®@W@%L®TM%RQ!

W iF A

BALDERAY DL SISERINEONEENT
(71— I~/\\/7,J|=Ju 1.
AHMOEIBICSEER—LR—JICABETE L EDIC.
v EZE—+DHEEIAAX—ILTEED LET,

th > L £ <L b

(F—<iEY : BEAVNEAEELD)

AR R N

H AT A

13



FL5D &<

Fr—MISHRAWIEES
HOHESTIVELL!

fthtt> A< L »

F—EY : @A RS

i > ™ Lp3iFL Hhb

ERES PR Ly - B4 —+F

14



	キッズ・モニター＋
	第３回アンケート結果
	テーマ「障がいと手話について」
	担当課：子ども・福祉部　障がい福祉課


	アンケート調査の概要
	みんなに聞いたこと・回答の活用方法
	三重県では、障がいのある人もない人もいっしょに暮らせる社会をめざして、今年度新しく「みえ障がい者共生社会づくりプラン」を作ります。また、「三重県手話言語条例」を定めて、だれもが「手話」に親しみ、「手話」が広く使われる社会になることをめざしています。
	このアンケートでは、「障がい」「障がいのある人」「手話」について、みなさんの考えなどを聞きました。
	より良いプランを作るため、みなさんの声を活用していきたいと思っています。

	アンケート配信期間
	令和８年７月３１日（金）～令和８年８月１４日（金）

	回答者数・回答率
	２０．４％（回答者数１０５人／全モニター数５１５人）

	回答してくれたみなさんの年代
	年代
	対象者
	回答者
	回答率
	小学生
	90人
	33人
	36.7%
	中学生
	176人
	39人
	22.2％
	高校生
	249人
	33人
	13.3％
	合計
	515人
	105人
	20.4％

	① 障がいについて
	その他
	わからない
	障がいの種類などを
	説明できる
	聞いたことがあるだけで、あまりわからない
	担当のMさん
	合計82人が「障がいの種類などを説明できる」「言葉の意味はわかる」と答えました。


	②障がいのことを知る機会について
	障がいや障がいのある人のことを、どこで学んだり聞いたりしているか、選んで教えてもらいました。【複数回答】
	担当のMさん
	その他と答えてくれた子どもの意見
	・手話教室　・講座　・点字教室　・辞書　
	「学校」「テレビや本、インターネット」などで
	障がいについて学んでいる子どもが多いようです。


	③障がいのある人に対する考え方について
	障がいのある人のことを、次のように考えたことはあるか、選んで教えてもらいました。【複数回答】
	その他と答えてくれた子どもの意見
	担当のMさん

	54人が「がんばっている人」と考えている一方で、42人が「接し方が分からない」と答えました。
	・いっしょに過ごす友達　　・違いを改まって考えたことがない　　・特別分けて考えない　　・差別をしないようにしたいと思う
	・障がいだけで人を見ないようにしている　　・障がいのあるなしは関係なくその人はその人だと思う
	・障がいがある人に対して、不平等な世界でも生き抜いていて尊敬する
	・障がいのある人を特別とは思ってないけど、自分がいいと思ってやったことが失礼になったり、傷つけたりしてしまうと思うと怖い



	④障がいのある人への「決めつけ」や「差別」について
	今、障がいのある人に対する「決めつけ」や「差別」があると思うか、１つ選んでもらいました。　
	担当のMさん
	34人が「決めつけや差別がある」、32人が
	「どちらかといえばある」と答えてくれました。


	④-２　障がいのある人への「決めつけ」や「差別」について（２）
	「決めつけ」や「差別」をなくすため、どのようなことが大切だと思うか、選んで教えてもらいました。【複数回答】
	その他と答えてくれた子どもの意見
	担当のMさん

	・子どもの周りにいる大人が
	　お手本になるような接し方をすること
	・障がいのある人とと同じ生活を一日体験できるようにする
	学校で学ぶこと、直接話を聞くことが大切と
	答えてくれた子どもが多かったです。


	⑤手話にふれたことについて
	これまでに手話にふれたことがあるかどうか、教えてもらいました。　
	担当のKさん
	手話にふれたことが「ある」子どもの割合は67.3％となり、おおよそ10人のうち7人が手話にふれたことがあることがわかりました。


	⑤-２　手話にふれたことについて（２）
	どのような場面で手話にふれたことがあるか、選んで教えてもらいました。【複数回答】
	その他と答えてくれた子どもの意見
	担当のKさん

	「学校」（48人）がいちばん多く、次に「テレビ、本、インターネットなど」（24人）が多い結果となりました。
	・イベントでふれた、習った（３人）　　・手話教室や講座に通っている、通ったことがある（４人）
	・学童保育でふれたことがある　・保育園で教わった。いまだに覚えています。　・辞書 　・自由帳の表紙
	・友人の発表として、いくつかの手話を見たことがある　・親が習いに行っていた　・母がイベントで手話をしていた　　



	⑥手話への興味について
	手話に興味があるかどうか、教えてもらいました。　
	担当のKさん
	約39％が「手話に興味がある」と回答しているものの、「どちらともいえない」という回答も多い結果となりました。


	⑦手話が使われるために必要なことについて
	手話がたくさんの人に使われる三重県になるために、どのようなことが必要だと思うかを教えてもらいました。【複数回答】
	その他と答えてくれた子どもの意見
	担当のKさん

	・ろうの人だけの野球チームがあると聞いたことがあります。
	　いっしょに野球して、試合してみたいです。
	・小学校からでは遅い。何の偏見もない、保育園、幼稚園でふれるべき。
	多くの子どもが「学校で、手話とろう者について学ぶこと」が必要と考えていることがわかりました。


	アンケートに答えてくれたみなさんへ
	たくさんの回答をいただきありがとうございました。
	みなさんの意見を参考にして、
	「障がい」や「手話」についてもっと知ってもらい、
	関心を持ってもらうための取組を進めていきます！
	（テーマ担当：障がい福祉課より）


	アンケートにご協力いただき
	ありがとうございました！

